
（負担金用）

南あわじ市平成 22 年度事務事業評価シート 新規 継続

（⑤負担金用）

会計

款

項

目

○

団体の活動目的事業目的団体の概要事業の概要団体の決算の概要事業の決算の概要団体の支出事業経費団体の収入事業の財源内訳団体に関する補足説明事業に関する補足説明団体の自主財源事業主体の自主財源○

Ⅱ　Plan＆Do（計画・事業内容、団体内容、投入資源） 過去に負担金削減があった場合、その経緯過去に事業費削減があった場合、その経緯

（千円）

総会議案書作成費

旅費、郵送料、事務用品費

（千円）

団
体
の
決
算
の
概
要

団体に関する
補足説明

事 業 費 342

30

2,256

平成２１年度

過去に負担金削減が
あった場合、その経緯

会 議 費 22

団体の支出 559

事務局費

総務管理費・１項

中央要望活動、研修会費等

　全国総合開発計画及び道路整備５ヵ年計画に位置付けられた紀淡連絡道路の早期実現を
図ることにより、大阪湾ベイエリア地域の連携と交流を深める。

経費を市が負担する理由（加盟理由、法令、 又は 市がすべきどのような事業を代わって実施しているのか）

負担金算出方法（負担金全体の算出方法とそのうち本市の負担割合の決定方法）

担当部課名

電　　　話 0799 - 43 - 5002

Ⅰ　基本事項

事　業　名

整理番号

企画費・５目

（団体の設立趣旨、活動目標など）

市長公室

97

紀淡連絡道路実現期成同盟会負担金 予
算
科
目

一般会計・１

総務費・２款

平成20年度まで　50,000円/団体
平成21年度より　30,000円/団体

（上記負担金のうち本市の負担額）

0

歳入のうち負担金の割合

2,976

団体の自主財源

負担金 720

その他（負担金以外の国県補助金等）

4.2%

団体の収入

負担金のうち本市の負担割合
24.2%

負
担
金
の
概
要

195

団
体
の
活
動
目
的

②事業負担金①団体負担金該当する項目について「○」を選択

　加盟１団体あたり、30,000円

市の負担割合

　紀淡連絡道路の早期実現を図るため、国等への要望、紀淡連絡道路に関する調査研究、
関係自治体との連絡調整などの経費に対し、関係市町として負担している。

4.2%

団
体
の
概
要
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（負担金用）

Ⅲ　Check（事業の自己評価・一次評価）

高 中 低

費用対効果5
必要性 5

総
合
評
価

自己評価をふまえた現状分析

　道路整備等における今後の国の動向を注視し
つつも、上記の費用対効果及び必要性の面から
は、紀淡連絡道路実現期成同盟会の継続的な活
動が必要と考える。なお、今後より一層の活動
経費の削減等の検討も必要と考えられる。

必
要
性

公共性の高低

（公共性、市民ニーズ、緊急性などを分析、問題点・課題などを記入。）

自
己
評
価

（
５
点

）

　紀淡連絡道路の整備については、都市間の交流を育成し、関西における新たな広域経済
文化圏の創出が期待される。また、阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、災害に強い安全で
安定した国土形成に必要な道路であり、その早期実現に向け本同盟会の役割も重要である
と考えられる。

5

費
用
対
効
果

（費用対効果の分析、問題点・課題などを記入。）

自
己
評
価

（
５
点

）

　大阪府、兵庫県、和歌山県の関係自治体が連携して同盟会を組織し、活動を行うことに
よって、市単独での活動に比べコストが削減できていると考える。また、同盟会の事業活
動の実施等にあたっては、近年、可能な限りの簡素化及び縮減を図っているところであ
る。

5

評価グラフ

0

1

2

3

4

5

費用対効果 必要性
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（負担金用）

Ⅳ　Action＆Plan（改善・改革の内容及び次年度以降の計画）

（
現
状
維
持
の
場
合
も
記
入

）

④
廃
止
の
影
響

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

②
具
体
的
な
改
善
方
法

　これまでも研修会場の民間施設から公的施設
への変更、総会開催を廃止し書面決議へと変更
するなど、様々な改善等を図るなかでコスト削
減に努めてきたところであるが、今後、研修会
の隔年開催など一層の経費縮減を行う。

　今後より一層のコスト削減や経費縮減及び決
算剰余金の有効活用等について検討を行いた
い。

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

③
改
善
に
よ

っ
て
期
待
さ
れ
る
効
果

　経費縮減等に伴う負担金の減額をする。
　　30,000円　⇒　0円

平成２３年度にできる改善・改革 平成２４年度以降にできる中期的な改善・改革

①
今
後
の
方
向
性
と
そ
の
理
由

　同盟会の事業活動及び運営方法等について、
幹事会及び担当課長会において、今後より一層
の改善等に向け協議・検討を行う。

　今後より一層の改善等に向け、協議・検討を
行いたい。

　予算削減

　現状維持

　予算削減

　現状維持 　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し

　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し

　現状維持
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